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1
0引
き
続
き

注
目
度
の
高
い
ベ
ト
ナ
ム

　

日
本
公
庫
が
'10
年
10
月
に
発
表
し
た

「
中
小
企
業
事
業 

取
引
先
海
外
現
地
法
人

の
業
況
調
査
報
告
」に
よ
る
と
、
ベ
ト
ナ

ム
は
「
中
期
的（
今
後
3
年
程
度
）有
望
事

業
展
開
先
国
・
地
域
」で
第
2
位
と
な
っ

た
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
は
「
労
働
力

が
低
廉
豊
富
」、「
現
地
市
場
の
将
来
性
が

高
い
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
と
市
場
拡
大
の
両
面
で
期
待
が
大
き

い
こ
と
が
分
か
る（
図
１
参
照
）。

　

'09
年
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を

受
け
つ
つ
も
、
ベ
ト
ナ
ム
は
実
質
G
D
P

で
5.3
％
の
成
長
を
記
録
。
続
く
'10
年
は
6.8
％

に
、
さ
ら
に
I
M
F
の
予
測
に
よ
れ
ば
、
'11

年
以
降
も
引
き
続
き
約
7
%
の
高
い
成
長

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
高
い
成
長
の
背

景
に
は
、
海
外
か
ら
の
旺
盛
な
直
接
投
資
が

あ
る
。
'00
年
以
降
、
工
業
団
地
の
整
備
が

進
む
な
ど
ベ
ト
ナ
ム
側
の
外
国
企
業
誘
致

体
制
が
整
い
始
め
た
一
方
で
、
企
業
側
か

ら
中
国
一
極
集
中
回
避
の
た
め
の
リ
ス
ク

ヘ
ッ
ジ
先
と
し
て
注
目
を
集
め
た
こ
と
が
、

直
接
投
資
増
加
の
主
な
理
由
だ
。

日
系
中
小
企
業
の
進
出
状
況

　

ベ
ト
ナ
ム
は
、
'80
年
代
後
半
の
ド
イ
モ

イ（
刷
新
）政
策
推
進
を
機
に
外
国
企
業
に

門
戸
を
開
く
よ
う
に
な
り
、
日
系
企
業
の

進
出
も
'90
年
代
前
半
に
増
え
始
め
た
が
、

い
っ
た
ん
は
'97
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
で

水
を
差
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
。
し
か
し
近

年
に
な
っ
て
、
再
び
「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス

ワ
ン
」
と
い
う
視
点
で
注
目
を
浴
び
て
い

る
。
公
庫
取
引
先
現
地
法
人
数
は
、
'05
年

度
末
時
点
で
は
67
社
に
過
ぎ
な
か
っ
た

が
、
'10
年
度
末
時
点
で
は
163
社
ま
で
増

加
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
ア
セ
ア
ン
で
公

庫
取
引
先
現
地
法
人
数
2
位
の
マ
レ
ー
シ

ア（
170
社
）を
抜
か
ん
ば
か
り
の
勢
い
だ
。

　

進
出
エ
リ
ア
と
し
て
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

が
あ
る
南
部
へ
の
進
出
が
６
割
強
、
ハ
ノ

イ
が
あ
る
北
部
へ
の
進
出
が
３
割
で
、
中

部（
ダ
ナ
ン
等
）へ
の
進
出
は
ご
く
わ
ず
か

だ
。
南
部
で
は
、
も
と
も
と
米
国
に
よ
り

比
較
的
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
加
え
、
ベ
ト
ナ
ム
統
一
以
前
か

ら
資
本
主
義
体
制
が
敷
か
れ
て
い
た
こ
と

で
、
外
国
企
業
が
進
出
し
や
す
い
下
地
が

あ
っ
た
た
め
、
'90
年
代
か
ら
輸
出
加
工
型

の
中
小
部
品
メ
ー
カ
ー
や
繊
維
・
衣
服
関

連
企
業
の
進
出
が
目
立
っ
た
。
公
庫
取
引

先
で
も
、
ス
ー
ツ
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の

メ
ー
カ
ー
や
、
ミ
シ
ン
部
品
で
世
界
有
数

の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
が
、
安
価
で
質
の
高

い
労
働
力
を
求
め
次
々
と
進
出
し
た
。
一

方
、
北
部
で
は
、
'01
年
頃
に
な
っ
て
よ
う

や
く
大
手
の
二
輪
車
、
電
機
、
事
務
機
器

メ
ー
カ
ー
が
現
地
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
販
売

等
を
狙
っ
て
進
出
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ

に
追
随
し
た
各
産
業
の
中
小
部
品
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
投
資
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
（
図
２
参
照
）。

ベ
ト
ナ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
と

現
状
の
ギ
ャ
ッ
プ

　

前
述
の
調
査
結
果（
図
１
参
照
）に
よ

れ
ば
、“
ベ
ト
ナ
ム
は
労
働
力
が
低
廉
豊

富
”
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
確
か
に
ベ
ト
ナ
ム
は
人
口
約

８
７
０
０
万
人
の
平
均
年
齢
が
約
30
歳

（
日
本
同
約
45
歳
）と
若
い
労
働
者
が
多

く
、
そ
れ
で
い
て
一
般
ワ
ー
カ
ー
の
月
給

は
１
万
円
程
度
と
、
タ
イ（
同
3.1
万
円
）や

フ
ィ
リ
ピ
ン（
2.6
万
円
）に
比
べ
安
価
だ

（
既
出
の「
中
小
企
業
事
業 

取
引
先
海
外

現
地
法
人
の
業
況
調
査
報
告
」に
よ
る
）。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
進
出
企
業
が
直
面

す
る
課
題
も
多
い
。
ハ
ノ
イ
、
ホ
ー
チ
ミ

ン
な
ど
の
大
都
市
圏
で
は
、
企
業
の
進
出

が
増
え
続
け
た
こ
と
に
よ
り
、
慢
性
的
に

労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
状
態
が
続
い
て

お
り
、
労
働
コ
ス
ト
が
毎
年
平
均
10
％
程

度
上
昇
し
て
い
る
。
中
に
は
「
１
年
で

30
％
の
昇
給
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
」
と
い

う
公
庫
取
引
先
も
あ
る
。

　

ま
た
、
労
働
者
の
権
利
は
強
く
、
ス
ト

ラ
イ
キ
な
ど
の
労
働
紛
争
も
し
ば
し
ば
発

生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
イ
ン
フ
ラ
面
、
特

に
電
力
は
水
力
発
電
の
割
合
が
高
い
こ
と

か
ら
、
乾
季
に
起
こ
る
渇
水
に
よ
る
影
響

を
大
き
く
受
け
、
電
力
供
給
が
不
安
定
で

あ
る
。
計
画
停
電
が
週
に
２
回
程
度
あ
る

地
域
も
あ
り
、
今
後
の
具
体
的
解
消
策
も

立
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
産
業

の
集
積
度
が
十
分
で
な
く
、
部
品
、
素
材

の
調
達
は
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
品

目
が
多
い
な
か
、
日
本
へ
の
コ
ン
テ
ナ
の

輸
送
コ
ス
ト
も
概
し
て
中
国
と
比
べ
高

い
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
の
経
常
収
支
は
長

年
赤
字
を
続
け
て
い
る
た
め
、
ア
セ
ア
ン

主
要
国
の
中
で
唯
一
自
国
通
貨
安
が
進
行

し
て
お
り
、
か
つ
外
貨
準
備
は
不
足
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
地
で
の
ド
ル
調
達
に

支
障
が
出
て
い
る
等
の
問
題
も
あ
る
。

高
ま
る
市
場
と
し
て
の
魅
力

　

前
述
の
と
お
り
課
題
も
多
い
が
、
公
庫

取
引
先
か
ら
は「
こ
の
若
い
国
の
将
来
性
、

潜
在
力
の
高
さ
に
魅
力
を
感
じ
る
」
と
い

う
声
を
頻
繁
に
聞
く
。

　

主
な
市
場
を
み
る
と
、
自
動
二
輪
車
に

つ
い
て
は
、
'10
年
の
生
産
台
数
が
前
年
比

14.5
％
増
の
約
350
万
台
に
達
し
、
世
界
で
も

有
数
の
オ
ー
ト
バ
イ
大
国
と
な
っ
て
い

る
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、「
品
不
足

が
顕
著
に
な
る
ほ
ど
の
売
れ
行
き
」
と
の

現
地
報
道
も
あ
り
、
引
き
続
き
魅
力
あ
る

市
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム

統
計
局
が
'10
年
12
月
に
発
表
し
た
統
計
資

料
に
よ
れ
ば
、
'08
年
に
お
け
る
１
世
帯
あ

た
り
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
平
均
保
有
台
数
0.9

台
に
対
し
、
ビ
デ
オ
は
同
0.5
台
、
冷
蔵
庫

は
同
0.3
台
、
洗
濯
機
は
0.1
台
、
エ
ア
コ
ン

は
0.05
台
と
、
普
及
率
の
低
い
家
電
製
品
は

多
く
、
成
長
余
地
は
ま
だ
大
き
い
。
足
元

の
状
況
を
見
て
も
、
'10
年
に
お
け
る
ベ
ト

ナ
ム
の
家
電
製
品
の
売
上
高
は
、
前
年
比

28
％
増
を
記
録
（
独G

F
K
 TE

M
A
X

®

調

査
に
よ
る
）
し
て
お
り
、
今
後
の
成
長
は

期
待
で
き
る
。

　

多
く
の
産
業
分
野
に
お
い
て
、
所
得
が

増
加
す
る
に
つ
れ
て
消
費
者
の
購
買
意
欲

は
高
ま
り
、
将
来
的
に
都
市
部
だ
け
で
な

く
農
村
部
も
含
め
た
巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
成
長
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
長
期
的
に
は
、
東
西
回

廊
や
南
北
を
結
ぶ
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
進
め
ば
、
現
状
主
流
の
海
上
輸
送
だ
け

で
は
な
く
、
陸
路
輸
送
の
活
発
化
も
期
待

さ
れ
る
。
現
状
、
越
境
時
の
通
関
や
荷
の

積
み
替
え
等
の
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

が
解
消
さ
れ
て
い
け
ば
、
タ
イ
や
中
国
等

と
の
貿
易
も
一
層
盛
ん
に
な
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
。

　

次
頁
で
は
、
早
期
に
ベ
ト
ナ
ム
に
進
出

し
、
日
本
本
社
と
の
間
で
事
業
棲
み
分
け

を
実
現
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
成

長
を
続
け
て
い
る
公
庫
の
お
取
引
先
を
レ

ポ
ー
ト
す
る
。

ハノイ

ダナンフエ

ヤンゴン

バンコク

ホーチミン

ビエンチェン

ベトナム

ラオス

タイ

ミャンマー

ムクダハーン
モーラメイン

ハノイ周辺の工業団地群
二輪車、事務機器関連のメーカーが集積。日
系工業団地も複数存在。
〔大手日系企業〕トヨタ、ホンダ、ヤマハ、
キャノン、ブラザー工業など。

プノンペン

カンボジア

第2東西回廊

国道1号線

←ミャンマーへ 東西回廊

ダナン周辺の工業団地群
南北両都市圏に比べると、産業インフラ、
人材確保、住環境などの面で課題あり。
〔大手日系企業〕マブチモーター、ダイワ
精工、エースコックなど。

ホーチミン周辺の工業団地群
輸出加工を主体とするメーカーが多
く集積。日系工業団地も複数存在。公
庫取引先の進出も比較的多い。
〔大手日系企業〕JUKI、日本電産、ワ
コール、資生堂など。

ハノイ～ホーチミン間には高速
鉄道建設の構想があるが未確定

メ
コ
ン
川

急
速
に
日
系
企
業
の
進
出
が
進
む
ベ
ト
ナ
ム

海
外
現
地
レ
ポ
ー
ト

そ
の
④ 

ベ
ト
ナ
ム
編

　
ア
セ
ア
ン
域
内
に
所
在
す
る
日
本
公
庫
中
小
企
業
事
業
の
お
取
引
先
現
地
法
人
は
、
'11
年
3
月
末
時
点
で
1
1
4
5
社
。
そ
の

う
ち
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
進
出
企
業
数
は
163
社
で
、
ア
セ
ア
ン
地
域
で
3
番
目
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
。
進
出
企
業
数
100
社
以
上
の
国

で
み
れ
ば
、
前
年
対
比
の
伸
び
率
は
、
第
2
位
の
タ
イ
18
％
と
比
べ
、
ベ
ト
ナ
ム
は
43
％
と
ダ
ン
ト
ツ
の
伸
び
を
誇
る
。

　
本
号
で
は
、
日
本
の
中
小
企
業
を
惹
き
付
け
る
ベ
ト
ナ
ム
の
投
資
環
境
や
実
際
に
現
地
に
進
出
し
て
い
る
公
庫
お
取
引
先
の

事
例
に
つ
い
て
、
日
本
公
庫
中
小
企
業
事
業
の
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
が
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

柴崎 裕二（しばさき ゆうじ）

2003年4月、中小企業金融
公庫（現日本政策金融公庫）
入庫。横浜支店、公益社団
法人日本経済研究センター
出向、大阪支店を経て2011
年4月からバンコク駐在員
事務所に駐在。

図２　ベトナムの主要交通網、工業団地群など

バイクと人が溢れているホーチミン市内の様子
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10%

20%

30%
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70% 65.7％

31.4％
20.0％

労
働
力
が
低
廉
豊
富

現
地
市
場
の

将
来
性
が
高
い

政
治
・
社
会
情
勢
が

安
定
し
て
い
る

優
秀
な

人
材
確
保
が
可
能 

地
理
的
に
優
位
で
あ
る 

イ
ン
フ
ラ
が

整
備
さ
れ
て
い
る 

45.7％ 42.9％

20.0％

出所：日本公庫 中小企業事業
　　　「取引先海外現地法人の業況調査報告」

図１　有望事業展開先国とする理由（ベトナム）
（トップ 5、複数回答あり）　 　　　　　　　   
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ベ
ト
ナ
ム
工
場
設
立

1
　

株
式
会
社
東
和
製
作
所（
以
下
、東
和
と

い
う
）が
海
外
進
出
を
迫
ら
れ
た
の
は
、
円

が
急
騰
し
、
１
ド
ル
80
円
を
割
っ
た
'95
年

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ミ
シ
ン
用
ボ
ビ
ン
ケ

ー
ス
で
世
界
シ
ェ
ア
約
8
割
を
有
す
る
東

和
に
と
っ
て
は
、
円
高
は
逆
風
そ
の
も
の

だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
折
、
海
外
進
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
任
せ
ら
れ
た
当
時
専
務
の
渡
邉
社
長
は
、

す
で
に
海
外
進
出
し
て
い
た
企
業
や
海
外

現
地
を
調
査
し
た
結
果
、
外
資
100
％
投
資

可
能
で
、
制
約
の
少
な
い
ベ
ト
ナ
ム
に
進
出

す
る
こ
と
を
決
め
た
。「
人
件
費
の
安
い
中

国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
候
補
に
挙
が
り
ま

し
た
が
、
中
国
は
当
時
、
大
型
投
資
が
集
中

し
て
い
ま
し
た
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
宗
教

な
ど
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
が
異
な
っ
て
い

た
の
で
避
け
ま
し
た
。
今
と
な
れ
ば
こ
の
感

覚
は
正
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
渡

邉
社
長
は
当
時
を
振
り
返
る
。

ス
ム
ー
ズ
に
軌
道
に
乗
っ
た

ベ
ト
ナ
ム
工
場

2
　

'96
年
夏
、
つ
い
に
ベ
ト
ナ
ム
工
場
が
動

き
出
し
た
。
ま
ず
手
懸
け
た
の
は
ボ
ビ
ン

ケ
ー
ス
の
組
立
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
工
程

は
ミ
リ
単
位
の
部
品
を
手
作
業
で
組
み
立

て
る
も
の
で
、
ま
さ
に
手
先
の
器
用
さ
と

根
気
が
求
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
点
で
も
ベ

ト
ナ
ム
を
選
ん
だ
こ
と
が
奏
功
し
た
。

　
「
ベ
ト
ナ
ム
社
員
は
勤
勉
で
し
た
し
、
当

時
は
ま
だ
日
系
企
業
が
少
な
く
採
用
も
順

調
だ
っ
た
の
で
、
生
産
移
管
３
ヵ
月
後
に

は
一
日
3
直
24
時
間
の
操
業
体
制
が
組
め

ま
し
た
。
中
に
は
能
力
が
高
い
現
地
社
員

も
い
た
こ
と
か
ら
、
生
産
効
率
は
す
ぐ
に

日
本
本
社
を
超
え
て
い
き
ま
し
た
」（
渡
邉

社
長
）。

　

外
資
企
業
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
り
、

ベ
ト
ナ
ム
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
国
立
大
学

卒
の
優
秀
な
幹
部
候
補
生
を
採
用
で
き
た

こ
と
も
有
利
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
当
時
の

人
件
費
は
ワ
ー
カ
ー
で
月
50
～
60
ド
ル
と

低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
く
、
東
和
の
海
外
事
業
は
早
期
に

軌
道
に
乗
っ
た
。
'97
年
に
は
機
械
加
工
の

工
程
を
現
地
に
移
管
、
更
に
'99
年
に
は
熱

処
理
工
程
も
移
管
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
移
管
を
進
め
な
が
ら

日
本
本
社
と
の
棲
み
分
け
を
実
現

3
　

結
果
と
し
て
、
ボ
ビ
ン
ケ
ー
ス
の
生
産

は
特
殊
品
を
除
い
て
大
半
を
ベ
ト
ナ
ム
工

場
に
移
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
人
員
・

ス
ペ
ー
ス
の
余
力
が
生
ま
れ
た
本
社
工
場

で
は
、
ボ
ビ
ン
ケ
ー
ス
加
工
で
培
っ
た
精

密
加
工
技
術
を
産
業
用
高
精
度
油
圧
部
品
に

応
用
し
、
自
動
車
分
野
、
建
機
や
農
機
分
野

を
開
拓
し
て
い
っ
た
。

　
「
す
で
に
高
い
シ
ェ
ア
を
有
し
て
い
た
ボ

ビ
ン
ケ
ー
ス
だ
け
で
は
な
く
、
東
和
グ
ル
ー

プ
と
し
て
は
、
高
精
度
油
圧
部
品
分
野
を
早

く
開
拓
し
て
い
き
た
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の

点
で
は
、
移
管
に
よ
り
本
社
の
経
営
資
源
を

再
度
活
性
化
し
、
精
密
加
工
分
野
の
技
術
高

度
化
に
集
中
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で

し
た
」（
渡
邉
社
長
）。

　

ま
た
、
東
和
は
'99
年
に
自
動
車
油
圧
部
品

の
加
工
工
程
も
ベ
ト
ナ
ム
工
場
に
移
管
し
て

い
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
日
本
本
社
は
、
さ
ら

に
超
精
密
、
短
納
期
の
も
の
に
特
化
し
て
い

っ
た
。
東
和
は
、
生
産
技
術
を
高
度
化
し
な

が
ら
顧
客
の
新
製
品
開
発
時
に
最
適
な
加
工

方
法
を
提
案
し
、
量
産
受
注
に
つ
な
げ
る
方

法
を
採
っ
て
い
る
。

　
「
こ
の
時
期
、
本
社
で
は
ミ
ク
ロ
ン
単
位

の
加
工
技
術
や
バ
リ
取
り
技
術
、
品
質
管
理

能
力
が
各
段
に
伸
び
、
顧
客
か
ら
の
信
頼
を

得
ま
し
た
」（
渡
邉
社
長
）。

　

他
方
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
機
械
加
工
の
受

注
が
急
速
に
拡
大
し
た
た
め
、
工
場
増
築
を

重
ね
、
'06
年
に
は
第
二
工
場
も
建
設
し
た
。

そ
の
際
、
当
社
は
公
庫
の
海
外
展
開
資
金
を

活
用
し
て
い
る
。

現
地
法
人
の
成
長
を
支
え
る

優
秀
な
現
地
の
人
材

４
　

矢
継
ぎ
早
に
ベ
ト
ナ
ム
工
場
に
生
産
移
管

を
進
め
た
東
和
だ
が
、
渡
邉
社
長
の
背
中
を

押
し
た
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
予
想
以
上
に

高
い
技
術
吸
収
能
力
だ
っ
た
。
特
に
理
工
系

出
身
者
の
中
に
は
、
工
場
設
立
時
か
ら
、
文

字
通
り
ゼ
ロ
か
ら
現
場
と
関
わ
っ
て
い
た
技

術
者
も
い
て
、
部
下
に
“
加
工
技
術
”
を
教

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
自
身
で
管
理
方

法
、
ま
た
問
題
解
決
や
改
善
に
も
取
り
組
む

管
理
者
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人

（
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
工
科
大
学
出
身
）
は
、現
在
、

副
社
長
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
工
場
の
経
営
を
担

う
当
社
の
中
心
人
物
だ
。

　
「
海
外
工
場
を
運
営
し
て
い
く
う
え
で
最

も
重
要
な
点
は
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、

業
務
遂
行
能
力
の
高
い
有
能
な
人
材
に
育

て
る
こ
と
」
と
渡
邉
社
長
は
現
地
人
材
の
採

用
と
教
育
の
重
要
性
を
語
る
。

ベ
ト
ナ
ム
工
場
と

本
社
工
場
の
新
た
な
挑
戦

５
　

昨
今
、
東
和
に
対
す
る
顧
客
か
ら
の
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
や
短
納
期
へ
の
要
求
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
以
前
は
日

本
本
社
に
よ
る
生
産
や
品
質
保
証
に
こ
だ
わ

っ
て
い
た
顧
客
も
、
今
で
は
ベ
ト
ナ
ム
工
場

か
ら
の
調
達
を
容
認
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム

工
場
の
技
術
力
や
品
質
管
理
力
が
評
価
さ
れ

て
い
る
証
だ
。

　

し
か
し
、
本
社
に
残
し
て
い
る
超
精
密
加

工
等
ま
で
も
、
す
ぐ
に
ベ
ト
ナ
ム
工
場
に
移

管
す
る
の
は
難
し
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
は
、

ベ
ト
ナ
ム
に
第
三
工
場
を
建
設
し
、
量
産
型

ボ
ビ
ン
ケ
ー
ス
は
特
殊
な
も
の
を
含
め
ベ
ト

ナ
ム
工
場
で
一
貫
加
工
が
で
き
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
て
い
る
。
将
来
的
に
は
超
精
密
油

圧
部
品
も
適
宜
移
管
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

一
方
、
本
社
工
場
に
お
い
て
は
、「
東
和
は
、

従
来
か
ら
お
客
様
の
新
製
品
開
発
を
加
工
技

術
開
発
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
“
難
削
材
”
の
加
工
技
術

開
発
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
今
後
は
、
日
本

に
残
る
開
発
技
術
を
さ
ら
に
高
め
、
対
応
可

能
な
産
業
分
野
を
拡
大
す
る
方
針
で
す
。
ベ

ト
ナ
ム
工
場
へ
の
生
産
移
管
を
進
め
な
が
ら
、

日
本
本
社
の
技
術
開
発
力
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
、
東
和
の
生
き
る
道
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
渡
邉
社
長
は
今
後
の
抱
負
を
語
る
。

　

企
業
は
、
大
き
な
事
業
環
境
変
化
に
対
し

て
常
に
対
応
を
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
変
化
に

対
し
、
東
和
は
ベ
ト
ナ
ム
と
本
社
が
柔
軟
に

役
割
を
変
え
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
力
を
強
化

し
て
き
て
い
る
。
東
和
は
常
に
時
代
の
一
歩

先
を
見
据
え
、
今
こ
の
瞬
間
も
新
し
い
技
術

に
挑
戦
し
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
工
場
へ
の
生
産
移
管
と
と
も
に
日
本
本
社
の

技
術
高
度
化
を
図
り
、
事
業
棲
み
分
け
を
実
現

東
和
ベ
ト
ナ
ム
（
株
式
会
社
東
和
製
作
所
現
地
法
人
）
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高い精度が求められる自動車用油圧制御バルブ

自動車部品の機械加工を行う第二工場

ベトナム工場外観

ボビンケースの組立工程には、熟練度の高い工員が多い

「今後はベトナムでより精度の高い
製品に取り組みたい」と抱負を語る
渡邉社長

ボビンケース

経済の構造的変化に適応するために海外展開をする
ことが経営上必要であり、一定の要件を満たすかた

ご利用
いただけるかた

当該事業を行うために必要な設備資金および長期
運転資金（海外企業に対する転貸資金を含む）

ご利用
いただける資金

7億2千万円（うち運転資金2億5千万円）融資限度額

基準利率
ただし、一定の要件を満たす場合は2億7千万円を
限度として、特別利率②

利率（注1、2）

設備資金：15年以内（うち据置3年以内）
運転資金：  7年以内（うち据置2年以内）

融資期間

日本公庫（中小企業事業）の海外展開資金

（注2）5年経過ごと金利見直し制度を選択できます。
（注1）信用リスク・融資期間等に応じて所定の利率が適用されます。


